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クレンチング（噛みしめ）は歯周病、歯の摩耗、顎関節症

などの歯科領域におけるトラブルの原因となるばかりで

なく、頭痛・肩こりなどの筋緊張症状や、嚥下増加による

呑気症などの様々な症状に関与することが指摘されてい

る（図1）。

ストレスに関連する絡み合った複数の愁訴に対してク

レンチングに着目し、抑肝散によって改善が得られた症例

を紹介する。

症　例：38歳 女性（経理職 3歳女児あり）。

主　訴：腹痛・腰痛。

現病歴：10歳代から硬便、ガスが溜まって腹痛があり、

時に下痢をする。さらに胃も重く感じたため上部・下部消

化管内視鏡検査を受けたが異常はなかった。3年前（出産

後半年）から疲れやすく、育児での中腰もあって腰痛が慢

性化し、特に腹部膨満感が強いと腰が張ったように痛むと

訴えていた。

現代医学的には過敏性腸症候群（痙攣性便秘・呑気症）、

筋性腰痛と考えた。

現　症（図2）：患者は非常に落ち着いた雰囲気で癇症では

ないが、イライラ感を自覚していた。肩こり、噛みしめ、

起きると顎に疲れ、の訴えと、舌候では歯痕があり、これ

らはクレンチング（噛みしめ）のサインと考えられた。腹候

では心下痞と胃内停水があることから胃腸虚弱も考慮し、

抑肝散と六君子湯にて治療を開始した。

治療経過（図3）：再診時（2週間後）には腰痛、腹痛の消失

のみならず、イライラも軽減するなど、漢方薬の速やかな

効果発現を患者および演者ともども実感した。飲酒後に腹

部症状の出現はあるものの、クレンチングの自覚もなくな

り、症状はすべて消失した。その後、胃が重いとの訴えが

あったため抑肝散を休薬したが、腹痛や腰痛が再び出現し

かかったため漢方治療を再開したところ、症状は消失した。
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寺澤：漢方診療を成功させるには、西洋医学ではほとんど注目しないような患者さんの訴える非特異的な症状をどう
やって聞き出すか、が非常に重要だと思います。たとえば、抑肝散を用いる際の問診時のポイントとして「朝、顎が疲れ
るようなことはありませんか」、「歯ぎしりして寝ていませんか」、このようなことを聞いてみることも必要だと思いま
す。非常に重要なkey wordをいただきました。
　抑肝散は独創的な素晴らしい内容の処方です。後世の方剤は、筋肉のこわばりがあれば芍薬を、血が巡らないから牡
丹皮を、というように足し算によって構成され、薬味がどんどん多くなっています。しかし抑肝散の七味は精選されて
いることで、切れ味の良い処方になっています。後世の足し算的に物事を考えていく世界とは異なる世界の、非常に良
い処方だと思います。

漢方外来を受診し、様々な愁訴を訴える患者の中には、

本症例のように潜在的にクレンチングが関連している場

合が多いのではないかと思われる。抑肝散はイライラや癇

癪に対して広く用いられているが、ぐっと食いしばる、忍

耐強い患者にも適応が広いのではないかと思われる。

抑肝散の原典は『保嬰撮要』であり、噛みしめ、痙攣、筋

症状や精神症状、消化器症状、不眠などの症候が記されて

いる（図4）。浅田宗伯は『勿誤薬室方函口訣』の中で抑肝散

について「筋脈強急する者を治す」と記しているが、クレン

チングは筋脈強急の一つの現れではないかと考える。さら

に、クレンチングに伴う様々な愁訴も抑肝散の証として捉

えることができるのではないかと考える。

クレンチングは、治療者が聞き出さないと気づきにくい

ため、問診に加え、歯痕舌を全身的な水滞のサインとして

だけではなく、クレンチングのサインとしても注目すべき

と考えられた。

まとめ －症例が教えてくれたこと－
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